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概　要

　本論文は、伝統的かつ土着の ‘ローテク’ 産
業が観光産業の振興と相俟ってミャンマーの中
央乾燥貧困地帯に位置するバガンという地域の
発展に寄与するかどうか、明らかにすることを
目的に執筆された。ここでは特に漆器産業を取
り上げ、セクターイノベーション・システム論
のフレームワークを用いながら、産業の発展メ
カニズムと同地域発展への寄与度に関して実証
的考察を行った。情報収集のため、2013年 3
月から 2014年 3月の間に 3回、バガンで現地
調査を行った。
　その結果、主に次の 3点が明らかとなった。
まず第 1点目は、観光振興はそれ自体新たな付
加価値を生み出すだけでなく、バガン漆器産業
に様々なイノベーションが創出される契機をつ
くり出した。漆器生産者が直接外国のユーザー
に接する機会が与えられることによって諸外国
の市場の動向が入手できるようになっただけで
なく、デザイン、製品開発、材料調達、生産から、
販売やマーケティングという一連のバリュー・
チェーンの流れを統括できるようになったから
である。第 2点目は、伝統的ないわゆる ‘ロー
テク’ 産業に分類される産業においても、組織
面でのイノベーション、ニッチな市場の構築、
品質の向上等によって様々なイノベーションが
創出され、産業がダイナミックに発展していく
ことが可能な事である。研究開発投資を通した
技術革新のみがイノベーションの源泉ではな
い。第 3点目は、システム・イノベーション論
は国際開発研究においても極めて有用な分析フ

レームワークと成り得ることである。同アプ
ローチを適用することにより途上国の産業ダイ
ナミクスの理解についても容易となり、かつ、
グローバル化時代における新しい産業政策のあ
り方について有益な政策的含意が得られるから
である。
 

１．はじめに

　‘ローテク’ 産業はイノベーションとは無縁だ
と考えられる傾向にあるが、そんな考え方に修
正を求める動きが出てきた（Iizuka　2009）。最
近の先進国を対象とした多くの事例によって
‘ローテク’ 産業でも非常に多くのイノベーショ
ンが創出されてきているからである（Hirsch-
Kreinsen 2008, Mendonça 2009, Tunzelmann and 
Acha 2005、等々）。本論文は、同様なことが途
上国においてもあてはまるのかどうか、つまり、
伝統的ないわゆる ‘ローテク’ 産業においてイ
ノベーション創出能力が途上国でも構築できて
いるのか、事例研究を通して考察することを目
的とする。
　本論文はミャンマーの漆器産業に焦点をあて
る。まずミャンマーを中心に研究を進める理由
は、アジア地域が 21世紀、世界の成長センター
として中心的役割を果たすことが予想されてい
る中（Maddison　2008）、同国は依然世界の最
貧国の 1つに数えられ、まだまだ今後、適切な
開発政策の遂行が求められているからである。
　また、漆器産業を取り上げる理由は、ミャン
マー政府自体には現在適切な産業政策を通じて
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れぞれの国家の特徴に大きく左右するとする、
国家イノベーション・システム論が盛んであっ
た。しかし、1990年代中盤以降、経済のグロー
バル化の影響で国家の役割について再考する動
きが強くなり、イノベーションの主体は地域に
あるとする地域イノベーション・システム論も
また勃興することになった。
　それと同時に、経済のグローバル化によって
企業活動がいち企業内においても益々多国籍化
する中、国家であろうと地域であろうと、イノ
ベーション・プロセスをある一定の地理的区分
を設けて説明することは益々困難になってきて
いると主張するイノベーション・システム論者
も登場するようになった。セクターシステム・
イノベーション論者である。彼らによれば、イ
ノベーション・プロセスは地理的区分よりも、
セクター間によって大きく異なると主張する
（Malerba 2002;Malerba 2005; Malerba, ed. 2004）。
　Carlsson（2006）は、各国、または、地域の
イノベーション・システムは、企業、技術、産
業のグローバル化が急速に進行しているにも関
わらず、依然として大きく異なっている、つま
り、イノベーション・プロセスにおいてそれぞ
れの国や地域の特徴は失われていないと結論付
けた。一方、Archibugi, et al. （1999）は、経済
のグローバル化によって、国であろうと地域で
あろうと、イノベーション・プロセスにおいて
地理的境界はあまり意味を持たなくなっている
と結論付けている。イノベーション・プロセス
における地理的境界がもつ意味合いについて
は、現在、統一見解は得られていない。

2. 1. 2　 開発経済学におけるイノベーション・
システム論の位置付け

　21世紀に入り、途上国の開発に関する研究
においても極めてイノベーション・システム論
が注目を浴びるようになった。Lundvall, et al. 
（2009:2）は、「ヌルクセ、ミュルダール、ハー
シュマン、シンガー、センに代表される第一世
代開発経済学者の残した偉大な功績は、その後、
経済学の主流となっていった新古典派経済学や
内生的成長理論者に受け継がれることはなかっ

育成していこうとする意向は全く見られない
が 1、少なくともバガンといったような地域で
は 2011年以降、漆器産業が地場産業として興
隆しつつあり、同地域の発展に大いに貢献して
いるからである。漆器産業のような伝統的かつ
‘ローテク’ と見なされている産業において数々
のイノベーションが生み出され進化しているの
であれば、今後の途上国の産業政策の在り方に
ついて有益な政策的含意が得られると考えられ
る。
　本論文の構成は以下の通りである。まず、第
2節では、特に途上国を念頭に置きながら、イ
ノベーション・システム論の最近の動向、及び、
同論における ‘ローテク’ 産業の位置付けにつ
いてまとめる。第 3節では、伝統的な漆器産業
を取り上げながら、ミャンマーを始めとする途
上国にとっての ‘ローテク’ 産業の有用性をど
のように考察するのか、その方法論について述
べる。第 4節は事例研究の結果を分析し、第 5
節でまとめを行う。

２．理論的フレームワーク

2. 1　イノベーション・システム論

2. 1. 1　概説

　これまでの研究成果により、イノベーション
が一国の経済発展に大きな役割を果たすであろ
うことに関しては異論がない。次に重要なのは、
どのように、どのような方法で、イノベーショ
ンが実際生じるのであろうか、ということであ
る。これこそ、近年のイノベーション研究の中
心課題である。
　1980年代後半、主流派経済学の中で内生的
成長理論が勃興する丁度その頃、ヨーロッパで
はイノベーション・システム論が盛んに議論さ
れるようになった。同論は、イノベーション・
プロセスは、個々の企業行動のみならず、それ
を取り巻く組織的、制度的、地理的、歴史的な
環境によって大きく左右されるとする（Edquist 
2005）。当初、イノベーション・プロセスはそ

1  漆器産業は現在ミャンマー政府の協同組合省家内工業局の管轄下にある。残念ながら、同局は毎年の政府予算が少ない。
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2011）。その中でも Iizuka（2009）は、途上国
であるチリの例を引き合いに出しながら、伝統
的かつ ‘ローテク’ 産業に分類されるサケ産業
は近代的科学技術の知見を自ら創出したりする
ことがないという意味で ‘ローテク’ 産業では
あるが、様々な知識が集約された産業であり、
かつ、外部からの新しい知識と内部の既存の知
識を新しく結合させることで様々なイノベー
ション創出に成功してきたことを実証的に明ら
かにした。
　Tunzelmann and Acha （2005）は、イノベーショ
ン・プロセスの中で踏まなければならない段階
において、‘ハイテク’ 産業と ‘ローテク’ 産業
の差はそれほど多くはなく、両者に違いがある
とすれば、前者がイノベーション創出の源泉と
して近代的な科学技術に重点を置くのに対し、
後者はそれよりは製品の差別化やマーケティン
グに重点を置く傾向にあるとする。言いかえ
れば、‘ローテク’ 産業では、「少なくとも企業
レベルでは、最先端科学技術を習得し次なるイ
ノベーション創出の機会を狙うということは少
ない。それよりも、企業内で試行錯誤を繰り返
しながら実践や経験を通して学習を積み上げて
行き、イノベーションを創出する傾向にある」
（Tunzelmann and Acha 2005: 417）。
　Pérez （2006） や Iizuka （2009）は、この ‘ロー
テク’ 産業のイノベーションの考え方がとりわ
け途上国の産業政策を振興する上で示唆に富む
とする。なぜならば、短期的に途上国が近代的
な科学技術力を構築することは不可能であるか
らである。両研究者とも、近代的な科学技術の
重要性は否定しないものの、短期的には、グロー
バル経済において市場のニーズを徹底的に研究
してニッチな市場を構築することで途上国の国
際競争力を高めることを推奨している。
　事実、企業は製品差別化によって新しい市場
を構築できる。第 1図が示すように、一般的に
は、ある 1つの製品群であっても 4種類の異な
る市場があると考えられる。第 1番目の市場は、
低コスト、かつ、スタンダードな品質を有する
製品群である。第 2番目の市場は、スタンダー
ドな品質ではあってもデザインや機能等で差別
化を設けるニッチ市場である。第 3番目は、デ
ザインや機能は極めてシンプルであっても、生
産プロセス等の品質向上で高付加価値を生み出
すことができる製品の市場である。第 4市場は、

た」とする。イノベーション・システム論はま
さにその間隙を埋めるものとして、徐々に国際
開発研究の中で受け入れられるようになってき
たのである。
　イノベーション・システム論には、1980年
代台頭してきた当初から、2つの異なる大きな
流れがあった（Lundvall, et al. 2009）。狭義の意
味でのイノベーション・システム論は、科学技
術との関連で主にイノベーションを捉え、ある
国、地域、またはセクターのパーフォーマンス
はどれだけ研究開発投資を推進できたかに拠る
ものとする。一方、広義の意味でのイノベーショ
ン・システム論は、科学技術のみならず、それ
ぞれの国や地域の持つ制度、マクロ経済状況、
金融の在り方、教育やコミュニケーションのた
めのインフラ構築や市場状況もまたイノベー
ション創出のための重要な要件としてとらえ、
かつ、それら要件が国や地域の個人、企業、団
体の継続的学習やキャパシティ・ビルディング
構築にどれだけ貢献できるのかが重要である、
との立場をとる。
　狭義のイノベーション・システム論は途上国
の様々な問題・課題解決にあまり有用な分析的
枠組みであるとは言い難いが、広義のそれは逆
に近年益々、途上国の問題解決に有益な考え方
として注目を集めるようになってきた。1990
年代以降、センのケイパビリティこそ開発の目
標とすべきとする考え方（Sen 1999）が開発経
済学でも開発政策立案者の中でも広く受け入れ
られるようになった。継続的学習とコア・コン
ピテンスの確立こそセンの主張するケイパビリ
ティ構築の源泉であるが、まさにそれこそが広
義の意味でのイノベーション・システム論の真
髄を成すものである（Lundvall, et al. 2009）。

2. 2　�‘ローテク’産業におけるイノベーション
とは何か ?

　システム・イノベーション論の中でもセク
ターイノベーション・システム論がここ 10年
の間に、途上国の産業発展メカニズムを研究す
る分析的枠組みとして用いられるようになって
きたが、それは、ある産業でのイノベーション
の勃興と社会への浸透がまさに途上国の経済発
展に不可欠との認識が高まってきたためであ
る（Malerba and Mani 2009; Malerba and Nelson 



岡本　由美子4

2009）。
　1980年代、新古典派経済学に依拠する経済
政策に対抗し、かつ、同経済学内ではうまく説
明できないイノベーションが社会の中でどの
ように生じるのかを概念化したイノベーショ
ン・システム論が台頭してきた（Chaminade, et 
al. 2009）。同理論は、「関係する人や組織がお
互いどのような影響を与えながら学び、イノ
ベーションを創出していくのか、そのプロセス
を分析する 1つの手段である。資源の配分や登
場する人や企業の合理性を前提とするが故にイ
ノベーションという現象をうまく説明できない
新古典派経済理論とは異なる」（Lundvall, et al. 
2009: 6-7）。つまり、イノベーション・システ
ム論は国や地域やセクターのダイナミックで力
強いパーフォーマンスを創出するために必要な
制度や政策体系を提示するものである。これこ
そ、まさに、新しい時代に適合した産業政策
構築のための理論的支柱ともいえるであろう
（Soete,　et al. 2009）。

3．方法論

3. 1　立地の選択

　ミャンマーを対象に研究することは大いに意
義があると考えられる。第 2図が示す通り、ミャ
ンマーは戦後、1人当たり国内総生産（Gross 
Domestic Product: GDP）において東・東南アジ
アの中で最貧国に陥ってしまった国であり、今
後の開発課題が非常に大きい国の 1つである。
しかし、2011年 3月、民政移管が断行され、ミャ
ンマーでもようやくグローバル経済への統合
プロセスが始まった。その結果、2014年度か
ら 2015年度にかけて約 8パーセントという高
度経済成長が期待されるようになった（Asian 
Development Bank 2014）。漆器産業というミャ
ンマーの伝統的かつ ‘ローテク’ 産業が国又は
あるいち地域の持続的成長に貢献できるのかど
うか、非常に興味深いところである。

デザインや機能、及び、品質において極めて高
い水準を擁する製品群である。

　Iizuka（2009）は、途上国の伝統的かつ ‘ロー
テク’ 産業であっても、着実にステップアップ
していけば、産業の高度化や高付加価値化を達
成できることを実証的に明らかにした。「ただ
単に科学技術力の向上というだけでなく、ニッ
チな市場の構築を通して無理なく産業の高度化
を図ることができるという事実は、技術力がな
いが多くの資源を有する途上国の今後にとっ
ては非常に有意義な結果である」（Iizuka2009: 
235）。

2. 3　�グローバル化時代における新しい産
業政策の模索

　しかしながら、グローバル社会の中にあって、
どうやって途上国がニッチな市場を見出すこと
ができるのであろうか。一時、先進国において
も、途上国においても、産業政策という言葉を
使用することがタブー視されていた時期があっ
た（Cimoli, et al. 2009）。新古典派経済学の流れ
を汲む著名な経済学者やその信奉者が占める国
際通貨基金や世界銀行が ‘ワシントン・コンセ
ンサス’ と呼ばれる市場万能主義的な経済政策
を途上国に対しても指導していたからである。
しかしながら、あまりにも行きすぎた経済自由
化政策は途上国で思ったような成果を挙げら
れず、同処方箋は信頼を失った（Cimoli, et al. 

資料：Iizuka（2009）を基に、筆者作成
第 1 図　一般的な市場のセグメンテーション
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3. 2　 漆器産業とセクターイノベーション・
システム論

　Tunzelmann and Acha （2005）は ‘ローテク’ 産
業の競争力の源泉は 3つ、コスト、製品の差別
化度、及び、相互補完的資産形成を挙げている。
ミャンマーの漆器産業がどの程度、世界におい
て国際競争力を保持しているのか、また、どの
ようにその競争力をつけるに至ったのかについ
て、セクターシステム・イノベーション論を駆
使しながら、分析を加える。イノベーション・
システム論の中でもセクターイノベーション・
システム論を使用する理由は、同フレームワー
クはある産業の進化のプロセスを説明する能力
を最も有しているため、本研究に適していると
考えられるからである（Malerba 2002; Malarba 
2005; Malerba, ed. 2004）。
　セクターイノベーション・システム論は大き
く言って 4つのブロックからなる。知識・技術
的基礎、主要アクターの特定化とそのアクター
間におけるネットワークの構築、制度構築、及
び、需要の役割である。本論文は主に 2011年
の民主化以降の漆器産業の発展メカニズムにつ
いて、漆器産業のアクターがそれぞれ、また、
お互いにどのような学習をし、どのような知識
を蓄積し、イノベーションを創出したのかにつ
いて分析を加える。

　主な調査対象としてバガンという古都を選ん
だのは、ミャンマーで最も古くから存在し、か
つ、漆器産業の一大生産地であるからである
（Fraser-Lu 1985）。さらに、第 3図が示すように、
バガンはミャンマーの中央乾燥平原に位置する
ため毎年雨量が少なく、この町、及び、その近
郊の村の生活はミャンマーの中でも最も過酷で
あり、貧しい。成長の成果が広く国民に還元さ
れる包括的成長の達成は、2000年 9月国連ミ
レニアム・サミットで採択されたミレニアム開
発目標の 1つであるが、漆器産業という、伝統
的かつ ‘ローテク’ 産業がミャンマーでも最も
貧困地帯とされる地域で包括的な成長に貢献で
きるのかどうか、試されているところである。
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資料 : Asian Development Bank (2013) を基に筆者作成

第 2 図　2012 年の東・東南アジアにおける 1 人当たり購買力平価ＧＤＰ  

出所）: http://ds-lands.com/data_images/countries/myanmar/
myanmar-10.jpg.

第 3 図　ミャンマーにおけるバガンの位置
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4．ミャンマーの漆器産業に関する実証的
考察

4. 1　�ミャンマー漆器産業の略史

　中国や日本では数千年も前から漆が使用され
てきているほど、アジアの文化や歴史の中では
切っても切れないものである。伝統的漆の技術
は中国と交易のあった国へ広がり、さらに、そ
の他のアジア諸国にも広く伝わることになっ
た。これら技術は長い歴史の中で進化したもの
であるが、その中でも漆を使用した器や家具類
はその後、世界の各地で一大産業を形成するま
でに発展していくのであった（Kopplin 2002）。
　ミャンマーの文化の中で同国が誇る伝統工芸
品や美術品 5が 10ほどある。しかしその中で
も漆ほど、Sylvia Fraser-Lu 6や松島 7といった
世界的に著名な漆芸専門家の注目を集めた伝統
工芸は他にはない。その理由は、ミャンマーの
漆器は漆器といえば世界的に有名な日本や中国
のものとは異なる技法やデザインで製作をされ
たものだからである。つまり、ミャンマーは独
自の漆器技術・文化を保持しているのである。
　Htaik（2002）によれば、ミャンマーの漆器
職人はバガン王朝の時代（1044年から 1287年
まで）から代々その技術を後世に伝授し、今日
まで至っている。地理的に言えば、漆器づくり
は 11世紀、初めてミャンマー統一を成し遂げ
たバガン王朝の時代から始まり、それが同国の
他の地域へ伝播することとなっていった。ただ
し、バガンは昔も今も漆器産業の一大生産拠点
で要である。

4. 2　ミャンマー・バガンにおける漆器産
業の現状

　漆器産業の雇用、生産額、販売額、及び会社
数等々について政府発表の公式統計はないが、
漆器は単なる伝統工芸品ではなく、日常生活用、

3. 3　�データ収集方法

　ミャンマー、とりわけ、バガン地域における
漆器産業の歴史は長いにも関わらず、同産業に
ついて書かれた資料は極めて限られている 2。
　さらに、漆器産業の産業構造について書かれ
た書物は皆無である。したがって、ミャンマー
において同産業についての情報を収集するため
に、2013年 3月 10日から 3月 16日、2013年
12月 27日から 2014年 1月 2日、及び、2014
年 3月 10日から 3月 18日にかけて、合計 3回
の現地調査を行った。
　まずは、バガンにある主な漆器屋（製造販売
店）を訪問し、その経営者にインタビュー調査
を行った。主な質問内容 3は、（1）設立年、（2）
雇用者数、（3）製品差別化の有無とその手段、（4）
コスト優位性の有無とその手段、（5）産業の知
識基盤、（6）ネットワークの構築度合い、（7）
学校等の制度の重要性、（8）外国人観光客の役
割、についてである。また、それら製造販売店
については、JETRO（1999）、松島（2009）、及
び、バガンの漆器の生産、及び、販売に関する
ホームページを参考にした。さらに、ヤンゴン
にある漆器販売店も訪問をし、ミャンマー全体
に関する漆器産業の情報を収集した。
　なお、バガンで情報収集にあたった主な漆器
屋（製造販売店）は次の通りである。 The Royal 
Golden Tortoise、U Ba Nyein、Tun Handicraft、
Sin Phyu Taw、Golden Bagan、Art Gallery 
of Bagan、Golden Cuckoo、Shwe La Yaung、
Chan Thar Thu、Bagan House、Myat Mon、
The Lotus Collection、Mya Thit Sar、Family、
Diamond Arrow、King of Golden Elephant、
Myo Myo、Win Thiri、 及 び、Ever Stand で あ
る。ヤンゴンで訪問をした漆器販売店 4は、 
Myanmar Lacquerware Shop、 及び、ボージョー
アウンサウン・マーケット内にある Bagan Gift 
Centreと La Pyet Wunである。 

2  これまでにミャンマーの漆器産業について書かれた本・資料は、Fraser-Lu (1985) 、 Fraser-Lu (2000) 、 Htun (2013) 、 Thanegi (2013) 、 松島
（2008、 2009）、 Nyunt (2002) 、 JETRO (1999) 等が挙げられる。

3  インタビュー調査時の現地における観察内容も含まれる。
4  ヤンゴンでは漆器製造も行っている大規模な漆器屋はほとんど見出せなかった。
5  Htaik(2002) 、Thanegi(2013) によれば、10の伝統工芸技術は、（1）絵画、（2）木や大理石を使用した彫刻、（3）金や銀細工、（4）銅、錫、
黄銅の鋳物、（5）鍛冶、（6）スタッコ浮き彫り細工、（7）石彫刻、（8）木工、（9）石工（煉瓦造りを含む）、（10）漆器、である。

6  Fraser-Lu (1985. 2000) 。
7  松島（2008、2009）。
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これまでバガンの町に限られていた漆器の生産
がその近郊の村にまで拡大し始め、さらに、両
者の分業体制が確立しつつあることを示唆して
いる。

4. 3　セクターイノベーション・システム
論を通したミャンマー漆器産業の発
展メカニズムに関する分析

4. 3. 1　知識基盤と技術

　第 4図が示すように、典型的なバガンの漆器
生産は主に 3つの生産工程からなる 10。第 1の
工程は、木地作りである。バガンでは通常、3
つのタイプの木地が存在する。箱、盆、家具作
りには木材が、この地域独特の柔軟性がある
コップづくりには織竹と馬の毛が、その他の製
品には通常、織竹かコイル状の竹が木地として
使われる。竹細工の生産の中でも比較的容易に
製作できるものは分業で下請け生産に出される
傾向にあるが、非常に大型のコイル状竹細工や
馬の毛と織竹を用いた漆器生産は通常大手漆器
屋で行われる。
　漆器第 2の工程は、漆塗りである。第 1の工
程で出来上がった木地に漆を何回にも分けて
塗っていくのである。漆は古来より世界の多く
の国や地域で用いられてきた材料であるが、そ

インテリアデザイン用、土産用、宗教関係用、
農作業用と幅広い用途があり、少なくとも数百
以上の店が生産に従事しているものと考えられ
ている（Htaik 2002）。また、前述の通り、その
近代のミャンマーの漆器作りを支えているのは
ミャンマーの中でもバガンと呼ばれるバガン王
朝発祥の地である 8。漆器生産に絞って考えて
みると、バガンは 3つの地域に区分される。バ
ガン王朝の時代から存在するミンカバー村、震
災後に新しく作られたニューバガンと呼ばれる
地域、及び、その他の地域である。ほとんどの
店は最初の 2つの地域に立地している。
　2013年 12月末から翌年の 1月にかけて行っ
た調査によって、バガンでは少なくとも 5,000
人以上もの人が漆関係の仕事に従事しているこ
とがわかった 9。さらに、2014年 3月に行った
現地調査によると、ミャンマーの高度経済成長
によって漆器に対する国内外の需要が増加した
ことに伴いバガン地域のみでは労働者不足が顕
在化し、近郊の農村からも漆器産業に従事する
若者が登場したことが明らかとなった。ただし、
町の住宅不足により、漆器製作の基礎を学んだ
後その職人たちは出身の村に戻る傾向にあるよ
うである。さらに、戻った後、他の村民にその
技術を伝授し、それら人々で製作をした製品を
修行した元の店や他店に納入するような現象も
また起こり始めたようである。これはすなわち、

8  松島（2009）によれば、現在、ミャンマーの漆器生産の 90パーセント以上はバガンに集中しているとのことである。
9  現在、バガンの人口は増加しているが、現地調査を行った時点（2013年 12月末）では、おおよそ、12,000人もの人がバガンの町に
暮らしていると言われていた（ニューバガン地域に 7,000人、ミンカバー村に 4,000人から 5,000人）。ミャンマーの中央統計局（the 
Central Statistical Organization 2011）が提供する情報によれば、2010年から 11年にかけてのミャンマー全人口に占める労働人口の割合
はおよそ 60パーセントである。バガンでは、就業人口の 80パーセントが漆関連の仕事に従事していると言われている。したがって、
バガンの漆器産業の就業人口は 5,000人程度と推計できる。

10  詳しくは、Thanegi (2013) を参照のこと。

ステージ１

木地の準備

１　木の素材、又は

２　織竹、又は、コイル状

　　の竹細工、又は

３　織竹と馬の毛でできた

　　柔軟性カップ

ステージ２

漆を塗る

１　木地に漆を塗る

２　貯蔵室で乾燥させる

３　表面加工

　　５回から20回程度、

　　１から３までを繰り返す

ステージ３

加飾

１　グランドデザイン（男）

２　細かなエッチング（女）

３　エッチングした部分に

　　色付け

（資料）Thanegi（2013）の情報を基に、筆者作成。
第４図　バガン漆器生産工程
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4. 3. 2　アクターとネットワークの形成

（1）主なアクター

　漆器産業は長い時をかけて家内工業として進
展をしてきた（Fraser-Lu 1985）。第 1表はタイ
プ別に現在の主なアクターを示している。バガ
ンで最も重要なアクターは、何代にもわたり、
漆器生産に携わってきた比較的規模の大きい老
舗漆器屋である。漆器のバリュー・チェーンは、
製品のデザイン、製品の開発・試作、材料調達、
生産、販売、マーケティングから成り立ってい
るが、大手老舗漆器屋はこのバリュー・チェー
ン全体を統括する重要な役割を担っている。
　しかしながら、近年のミャンマーの経済成長
に伴い、従来の産業構造に変化が見られる。ま
ず第 1は、第 1表から明らかなように、産業の
規模そのものが拡大している。老舗漆器屋の中
には正規従業員の数が減り、繁忙期のみ雇用
するという方針に切り替えたところもあるが、
1990年代以降現在に至るまで、多くの店では
正規従業員の数を維持しているか、逆に増やし
ている店もある。更に、この 10年から 20年の
間に、新たに比較的規模の大きい製造と販売機
能を兼ね備えた漆器屋が誕生するに至ってい
る。また、現在の大手漆器屋の中には、何代も
漆器生産に従事しながらも、自らショールーム
を創設して販売するという機能を保持しなかっ
たために、あまり、目立ってはいなかった漆器
屋も存在する。しかしながら、現在はショールー
ムを設け、バガンの地で自らの手で販売も行う
ようになり、バリュー・チェーン全体の統括者
としても存在感を示す大手漆器屋として脚光を
浴びるようになった店も存在する。

（2）ネットワーク

　過去 10年間の間に主に大手漆器屋の間で漆
器産業を代表する業界団体が結成され、フォー
マルなネットワークが形成されるに至った。
2013年の 3月から 2014年 3月の間に 3回行わ
れた調査で、少なくとも漆器工業組合の 2つの
役割が確認された。1つ目は漆器屋が抱える共

の理由は防水であり、かつ、「石、コンクリー
ト、皮、木、布、大理石、金属、ヤシの葉、紙等、
土台が何であってもその上に漆を塗ることで耐
久性が増し、長持ちし、かつ、どのような紋様
も描けるからである」（Thanegi 2013 :8）。上質
の漆器は厚めに漆を数回塗るよりは、1回毎漆
を薄く塗り、それを表裏合わせて 20回程度繰
り返して製作をされたものである。
　最後に、紋様が漆器の表面に彫られ、色付け
が行われる。この最後の工程は、さらに 3つの
細かな作業からなる。1つ目は、通常男性のチー
フデザイナーが宮殿、僧院、森林等をモチーフ
とした大まかなデザインを描いて彫る作業であ
る。2つ目は、それに続き、女性職人がそれに
さらに細かなデザインを彫っていく作業であ
る。3つ目は、その紋様に色付けをしていく作
業である。Htun（2013）によれば、数多くいる
職人の中でも第 1番目の作業を行うチーフデザ
イナーの仕事が最も重要であり、生産に携わる
職人の中でも最も高い給料が支払われるとのこ
とである。
　上記のような漆器生産プロセスはアジアの中
でも極めて特徴的とされるミャンマーである
が、そもそも、そのような生産技術がどのよう
に生まれてきたかについては、諸説ある 11。こ
れまでいろいろと議論が重ねられてきたが、そ
の生産技術がいつ、どのように生まれたのか、
または、どこから伝わってきたのか、につい
ては一切、合意されていない（Fraser-Lu 1985、
Nyunt 2002）。
　遥か昔においてミャンマーの隣国より基本的
漆器生産技術が伝わってきたことだけは明らか
なようであるが、その後、ミャンマー独自のデ
ザインを彫り、色付けを行っていく過程は同国
独自のものであり、バガンが発祥の地と言われ
ている（Fraser-Lu 1985、2000）。「漆器の生産
技術そのものはどこからか伝来したものである
が、バガンの職人が長い時間をかけ、非常にシ
ンプルなデザインと色付けから進化させ、今で
は極めて複雑で多彩なデザインを描いた、様々
な種類の漆器が生産できるようになったのであ
る」（Thanegi 2013 :14）。

11  Nyunt（2002）を参照。
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りも、漆器屋同士のインフォーマルなネット
ワークの方が実質的な意味ではより機能して
いると考えられる。1つ目のインフォーマルな
ネットワークは、バリュー・チェーンの統括者
として重要な役割を担っている大手漆器屋と、
規模が小さく下請け的な役割を担っている小規
模な漆器屋との関係である。国内外の漆器への
需要が高まる中、大手漆器屋はもはやすべての
生産を自前で行わずより付加価値の高い製品に
特化し、かつ、生産工程の中でも技術がスタン
ダード化している工程に関しては外注する方針

通の問題・課題を見出し、その解決策を模索す
ることである。直近では、シャン州で採れる漆
の原料の値段が高騰をし始め、それに対する対
策を講じることであった。2つ目は、協同組合
省家内工業局の管轄下にある政府漆器技術学校
を通して、漆器産業の民間セクター（漆器屋）
の意見をまとめて、政府に陳情する役目である。
　しかしながら、長い漆器産業の歴史と比較す
るとつい最近成立したばかりの漆器業界団体内
のネットワークは弱く、あまり問題・課題の解
決には役立ってはいないようである 12。それよ

第 1 表　タイプ別イノベーションアクター

12  3回の現地調査の中で、フォーマルなネットワークの弱さは多くの漆器屋で指摘されたことである。

大手漆器屋 (製造販売店）
雇用者数

場所 1990年代後半 2013 留意点
 （1） 1990年代からすでに
　その存在が広く知られた老舗
   Royal Golden Tortoise ニューバガン 80 25
   U Ba Nyein ニューバガン 40 60
   Tun Handicraft ニューバガン 40 50
   Sin Phyu Taw ニューバガン 40 120 2013年は、一時的に政府プロジェクトに従事
   Golden Bagan ニューバガン 15 10 + 臨時工 創業者は元漆芸技術学校の校長
   Art Gallery of Bagan ミンカバー 30 46から 56
   Golden Cuckoo ミンカバー 35 20 + 臨時工
   Shwe La Yaung ミンカバー 25 20
   Chan Thar ミンカバー 25 20
（2）21世紀に入って、頭角を
　あらわした漆器製造販売店
  Bagan House ニューバガン 不明 100 創業者は元漆芸技術学校教員
  Myat Mon ニューバガン 不明 10 + 臨時工 海外からの受託中心。今後は観光客も視野に入れる
  The Lotus Collection ニューバガン 存在なし 32から 36
  Mya Thit Sar ミンカバー 25 34 70人まで雇用を拡大予定
  Family ミンカバー 不明 38
  Diamond Arrow ミンカバー 存在なし 23 主に OEM生産だが、オリジナルデザイン製品も販売開始
  King of Golden Elephant ミンカバー 不明 14 OEM生産からオリジナル製品販売へシフト
  Myo Myo ミンカバー 不明 21 骨董品と新製品の販売の両方
  Win Thiri ミンカバー 不明 10 骨董品と新製品の販売の両方
  Ever Stand ウェチイン 5（1992年） 50 1992年、5人の家族経営ビジネスからスタート
下請け専門漆器屋

（1）バガンの大手漆器屋に製品を納入

（2）ヤンゴンやマンダレーといった、大手卸売、又は、小売り店に販売

家族経営漆器屋

（1）家族のみで経営をしており、自らのショールームをもたず、主に観光地横で製品を販売。

ある特定の生産工程に参加している漆器屋

（1）木製素材の木地屋 店舗数は不明

（2）竹製素材の木地屋 ミンカバーで 10件。ニューバガンで 7件。

（3）漆塗り 以前は 10件。 しかし、2011年以降、新規参入者が相次ぐ。

（4）デザイナー バガンでは独立して有名なデザイナーは数少ない。

（資料）JETRO（1999）、及び、2013年 3月から 2014年 3月の間に 3回行われた現地調査に基づく。
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バガンに漆器産業が集積し、かつ、近年、益々
その傾向にあることは説明できない。Fraser-Lu
（1985、2000）は、バガンの地において政府系
の漆芸技術学校が設立されたことがそれに大き
く関係するとしている。ミャンマー漆芸技術学
校は、1924年、当時、他国から非常に安くミャ
ンマーに輸入され社会に浸透した陶器や金属製
の器に対抗するため、設立されたものである。
その後、同学校は、漆器作りのための実地訓練
と生産に必要な知識やノウハウを学生に授け、
ここから非常に優秀な卒業生が何人も輩出され
ることになった 13。
　また、本漆芸技術学校は、2つの意味で、バ
ガンと海外とのゲートキーパーとしての役割を
担ってきた。1つは、国費留学生がミャンマー
政府によって海外に派遣され、そこの国で新し
い漆芸技術を学んだ後、同学校の教師となって
戻り、他の学生に広く新しい知識や技術を伝え
る役割を果たした 14。例えば、Tin Aye氏は日
本に派遣されて漆芸技術を学び、後に同学校の
校長となり、日本の技術やノウハウを多くの学
生に伝授をした 15。また、Golden Baganという
漆器屋を創業し、漆器ビジネスを通しても、多
くの従業員に漆器製作のノウハウを伝授した。
　もう一つは、公式、非公式に外国の専門家を
漆芸技術学校に招聘し、ミャンマーの人々に広
く漆に関する新しい知識や技術を伝授する場を
設ける役割である。直近の例では、外国の専門
家が同学校を訪問し、正式に輸出をしても問題
がないような、顔料の生産技術を伝授した 16。
ミャンマーが古来から使用している顔料には日
本やヨーロッパでは使用できない化学物質が含
まれていることがわかり、ミャンマー製品の中
には海外に輸出できない漆器も存在することが
明らかとなった。漆器屋の中には、それら日本
の顔料を使用して製品作りに乗り出していると
ころもある。

に切り替えられた。これら両者の関係は柔軟性
に富み、かつ、家族間のインフォーマルな繋が
りで成り立っていることが多い。
　もう 1つのインフォーマルな関係は労使関係
にも見られる。前述のように、バガンの漆器生
産技術は何百年にもわたり代々、受け継がれて
きたものであり（Thanegi 2013）、バガンの子供
たちは幼少期から学校が休みの間家で、又は、
近くの漆器屋で漆器作りを学ぶのである。とり
わけ初心者はその家族でなくても、大手漆器屋
で授業料を支払うことなくその技術を学べるの
である。それら大手漆器屋も決して損をするこ
とはない。技術を授けた若者がその後一旦職場
を離れても、大手漆器屋の生産が間に合わない
場合は呼び戻されてその生産に従事することが
容易になるからである。
　漆器作りには信頼関係と誠実さが何よりも大
切である。一旦漆を塗って紋様をつけてしまえ
ば、素人の消費者がその品質を見分けることは
至難の業だからである。Putman（1992）は北
イタリアでは、ソーシャル・キャピタルの中で
最も重要な要件、つまり、相互の信頼関係が同
地域の産業ダイナミズムを支えている最も重要
な気風であることを見出した。バガンの漆器作
りにも同じことが言える。相互信頼関係によっ
て形成されているインフォーマル・ネットワー
ク関係こそ（まさにこれこそがソーシャル・キャ
ピタルを形成するものであるが）、バガンの漆
器産業のイノベーション・プロセスを根幹で支
えているものといえよう。

4. 3. 3　制度構築

　バガンでの漆器生産に関する技術やノウハウ
は、それぞれの漆器屋で代々、学習、経験を通
して新しく見出されたか、又は、徐々に改善さ
れてきた知識の塊であり、まさにそれこそ、バ
ガンの漆器産業のイノベーションの源泉であ
る。しかし、それだけでは、ミャンマーの中で

13  2013年 3月から 2014年 3月の間に行った 3回の調査によって、現在、入学してくる学生の多くは漆器作りそのものには興味がなく、
ほとんどの学生は 2年間、漆器作りの理論を学んだ後、他大学に入学をしてビジネスや経済学を学ぶとのことである。したがって、現
在、漆器屋のほとんどは同学校を卒業した学生を採用することはない。それよりは、漆器屋自ら漆器作りの訓練を提供しているとのこ
とである。

14  ただし、現在、かつてのような学校の機能は存在していないようである。バガンにおいて漆器づくりに携わっている人々はその学校の
教員が海外に派遣されたとしても、その知識やノウハウがあまり産業界に還元されていないことに不満を持つ傾向にある。

15  例えば、大理石模様の漆器、蒔絵、白色の顔料の使用である（Frazer-Lu 2000）。
16  松島さくら子教授が開催したセミナーでは漆関係の様々な専門家が招聘されたが、そのセミナーを通して、様々な漆関連の知識が伝授
されている。



‘ローテク’ 産業におけるイノベーションと開発  11

もたらすことになった。第 6図が示すように、
それまで漆器の販売は、国内大消費地に立地す
る卸問屋や小売商、または、ヤンゴンに立地す
る貿易商を通して行われ、漆器の生産者はあま
りユーザーと直接接する機会はなかった。しか
し、観光が振興されるようになると、バガンの
漆器生産者は中間業者を介さず直接、ユーザー
と取引を行えるようになり、これがバガン漆器
生産者のイノベーション・プロセスに大きな影
響を与えることになった。正式な輸出促進のた
めにはインフラ整備やら数々の手続きを経なく
てはならず、きわめて、煩雑であり、ハード・
ソフト両面で最貧国であるミャンマーのような
途上国にはハードルが高い。観光はまさにそう
いった要件が満たされない国でも途上国の生産
者と海外のユーザーを直接結びつける、極めて
有効な手段と考えられる。

　第 7図は、第 1表で示した比較的規模が大き
い漆器屋を中心に、観光振興によってもたらさ
れたイノベーションの数々を要約したものであ
る。まず第一のイノベーションは、組織的イノ
ベーションである（第 7図カテゴリー①を参
照）。先に述べたように観光客の急増で、バガ
ンの漆器に対する需要が急速に増えた。この結
果、特にブランド力が高い大手漆器屋は自社で
は付加価値の高い製品、または、付加価値の高
い製造工程に特化し、その他は、従来から関係

4. 3. 4　需要の役割

　イノベーション・システム論はイノベーショ
ン・プロセスの中で需要側の役割も重要視をす
る。それは、製品やサービスの消費者（ユーザー）
は、イノベーションにつながるヒントを提供す
ることが多々あるからである。一般論では、国
内外に限らず、消費者（ユーザー）の役割が期
待できるが、バガンの漆器産業の場合は外国か
らの需要増がイノベーション・プロセスに大き
く貢献したことが明らかとなった。
　1962年以来 26年間、ミャンマーは社会主義
政権下で保護主義的政策が採られ続け、外国と
の接点はほとんどなかった。1990年代以降よ
うやくその政策が転換し、グローバル経済への
統合が指向され始めた。とりわけ、1990年代
初頭以降の、観光を経済活性化の 1つの起爆剤
とする政策は、バガンの漆器産業の発展に大き
く貢献することとなった。
　第 5図は 2001年以降、バガンを訪問した外
国人観光客数の推移を表したものである。1990
年までミャンマーを訪問したことがある人の数
は極めて限られていた 17。しかし 2001年まで
には、おおよそ 5万人の外国人観光客がバガン
を訪れるようになった。この数はばかにならな
いものである。というのも、バガンの町の人口
のおおよそ 4倍もの数にあたるからである。ま
た、同図によれば、2011年民政移管を達成し、
グローバル経済への統合化が本格的に開始され
ると、外国人訪問客が激増していることもわか
る。現在ではなんとバガンの町の人口の 10倍
もの観光客が毎年バガンの地を観光客として訪
れるようになったのである。
　観光振興はバガンの漆器産業に大きな変化を

（資料）バガンで入手をした統計に基づいて筆者作成。
第5図　バガンを訪れる観光客数の変化（年度レベル）

0

50000

100000

150000

200000

250000

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

人

17  ミャンマー中央統計局（the Central Statistical Organization2011）発表の統計資料による。

（資料）筆者作成。
第 6 図　観光振興に伴った販売網の変化
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るようになっていった。海外からの観光客の増
加によって、海外のユーザーに関する貴重な
マーケット情報が直接得られるようになったの
でる。この結果、特に大手漆器屋は漆器のバ
リュー・チェーン全体を統括できるようになっ
たのである。例えば、2013年ぐらいから多く
の観光客が保持する iPhoneのカバーも漆器製
品として新しく市場に投入された。これは今ま
でにない、全く新しいコンセプトに基づいた製
品である。
　また、大手漆器屋の中には、観光から始まっ
て、海外のバイヤーと長期の取引関係を樹立す
ることに成功した店も存在する。海外のバイ
ヤーが一度、観光ビザでバガンの店を訪れ、品
質を含めて製品を吟味し、信頼関係が両者の間
で一度樹立された後は、インターネットでの発
注、受注が繰り返されるようである。その段階
まで達すると、海外のバイヤーは通常のルート
での輸出等に関する情報もまた大手漆器屋に提
供できるのである。
　さらに、大手漆器屋の中には、インターネッ
トで海外から個人の注文を受け付ける事を始め
た店もある。外国人がまずは観光客としてバガ
ンを訪れ、それ以降は、それぞれの個人の好み
に合わせて注文をとり、郵送するのである。情
報や金融インフラの発達によって世界でニッチ
な市場を開拓して販売を広げる可能性がより一
層広がったといえる。
　第 3のイノベーションは、プロセス・イノベー
ションである（第 7図のカテゴリー③）。典型
的な例は、新しい色彩を可能とする材料の開発
である。大手漆器屋の中でも急速に拡大してい
る漆器屋の 1つは、これまでバガンに全く見ら
れなかった白色系の色の開発に成功をし、製品
を投入した。その色を適用した漆器が爆発的に
売れ、その流れに追随する店も現れ始めた。ま
た、少なくとも 3つの大手漆器屋でのインタ
ビューで明らかとなったことであるが、近年、
デザインは簡単であるが日本の輪島塗のよう
な、非常に高品質な表面加工が施された漆器の
開発に乗り出した店が登場してきた。これは、
日本、フランス、イタリア、ドイツといった国
からの観光客の好みを取り入れたものであると
のことである。
　要約すると、第 7図が示すように、観光産業
の導入とブームとともに漆器産業で様々なイノ

性があるような漆器屋、または、家族経営の漆
器屋に下請けに出すようになった。もちろん、
下請生産された漆器も発注をした漆器屋の品質
チェックを受けており、かつ、発注側のブラン
ドで販売されている。短期間のうちに、言わ
ば、OEM生産（相手先ブランド名生産）のよ
うなものがバガンの漆器産業で構築されたので
ある。このような分業体制の構築によって、普
及品のコストをある程度低く抑えることに成功
したのである。
　第 2のイノベーションは、漆器ユーザーの嗜
好に合わせた製品差別化である（第 7図のカ
テゴリー②）。第 8図が示すように、バガンを
訪問する観光客の国籍はアメリカ、ヨーロッ
パ、アジアと多岐にわたる。したがって、大手
漆器屋も、好みが異なるユーザーに合わせて製
品の種類、サイズ、色、形状、デザインを変え

（資料）インタビュー調査に基づいて、筆者作成。

第７図　観光振興を契機としてバガン漆器産業に
　　　　創出されたイノベーションの数々
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に興隆し、地域も活気づいた。
　第 2に、観光振興は、組織の変革、製品の差
別化、品質の高度化といったような、様々なイ
ノベーションを引き起こし、漆器産業、ひいて
は、地場産業に大きく貢献をしたことである。
それは、漆器生産者が観光を介して外国人ユー
ザーと直接取引ができることで、製品のデザイ
ン、開発、材料調達、製造から、販売、マーケティ
ングまで、バリュー・チェーン全体を掌握でき
るようになったからである。言いかえれば、自
らイノベーションを主導できるようになったの
である。このケースは、（海外）需要がイノベー
ション・プロセスに非常に大きな影響をもたら
すことを示唆している。
　第 3に、漆器産業のような ‘ローテク’ 産業
であっても、組織のイノベーション、ニッチ市
場の開拓、品質の高度化等によって、非常に革
新的に成りえることである。最先端の科学技術
を取り入れることだけがイノベーションの源泉
ではない。
　最後に、セクターイノベーション・システム
論は、途上国の産業のダイナミックな進化の過
程を分析する際にも 1つの有益なアプローチと
成り得ることが明らかとなった。また、それは、
グローバル化の時代にあった、新しい産業政策
の在り方についても示唆を与えてくれるものと
言えよう。本事例研究で明らかになったように、
1つの学校という制度の構築が、技術訓練、海
外からの新しい知見の導入と普及を通じて、漆
器産業の土台作りに極めて大きな役割を果たし

ベーションが創出され、ステージ 1からステー
ジ 3まで、徐々に製品の差別化と品質の高度化
が進展していった。これは、1980から 90年代
以降、東南アジア諸国に典型的に見られた輸出
先導型成長と同様な現象である。ただし、ミャ
ンマーのバガンとの違いは、どのように海外需
要が掘り起こされたかということである。バガ
ンの場合は、通常の輸出というよりは、外国人
観光客を通して、間接的に外国の漆器に対する
需要が掘り起こされ、それが、バガンの漆器産
業の興隆と発展に繋がったのである。

5．結果とまとめ

　本論文の目的は、ミャンマーのバガンという
ような、最貧国の中でも貧しい中央乾燥帯に立
地する地域が、伝統的かつ ‘ローテク’ 産業振
興によって発展が遂げられるかどうか、実証的
に明らかにすることであった。特に、セクター
イノベーション・システム論を用いながら、バ
ガンに古くから存在する伝統的かつ ‘ローテク’
産業の漆器産業に焦点を当てて、実証的考察を
加えた。2013年 3月から 2014年初頭まで、3
回の現地調査を行った。
　その結果、以下のことが明らかとなった。ま
ず第 1に、ミャンマーの古都バガンは古よりも
漆器の町として有名であったが、1990年代に
観光が導入され、かつ、2011年から観光振興
が加速化されてからようやく漆器産業が本格的
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（資料）バガンで入手をした統計資料に基いて筆者作成

第 8 図　平成 24 年度におけるバガンの国籍別観光客数（トップ 10）  
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